
仙台営業所
〒980-0011　仙台市青葉区上杉3-9-4
　　　　　　　　 マエタビル3階　
Tel.022(211)5131　Fax.022(211)5132

三重営業所・西日本設計技術課
〒519-0503　三重県伊勢市小俣町元町1603-1　
Tel.0596(22)1285　Fax.0596(22)1293

静岡営業所
〒436-0111　静岡県掛川市本郷416番地　
Tel.0537(26)2221　Fax.0537(26)0519

和歌山営業所
〒649-6235　和歌山県岩出市高瀬若宮84-2
　　　　　　　　岩出NDビル1F
TEL.0736-69-1780  FAX.0736-62-1720

和歌山営業所（田辺）・西日本設計技術課
〒649-2107　和歌山県西牟婁郡上富田町市ﾉ瀬78-1　
Tel.0739(48)0331  Fax.0739(49)0213

和歌山営業所（御坊）
〒649-1201　和歌山県日高郡日高町原谷270番地　
Tel.0738(63)2237　Fax.0738(63)2515

京都営業所・西日本設計技術課
〒612-0822　京都市伏見区深草鞍ヶ谷12番地6　
Tel.075(646)2525  Fax.075(646)3877

兵庫営業所・西日本設計技術課
〒675-1311　兵庫県小野市万勝寺町969-1　
Tel.0794(70)7280　Fax.0794(70)7302

鳥取営業所
〒680-1421　鳥取市上段261-1　
Tel.0857(24)1840　Fax.0857(23)0018

出雲営業所
〒699-0505　島根県出雲市斐川町上庄原1654-3　
Tel.0853(72)0244　Fax.0853(72)02450

広島営業所
〒731-5133　広島市佐伯区旭園3番33号
　　　　　　　  清水ビル5F　
Tel.082(943)5441　Fax.082(924)2056

大阪営業所・西日本設計技術課
〒532-0011　大阪市淀川区西中島6-1-1
　新大阪プライムタワー5F　
Tel.06(6306)6393　Fax.06(6302)0255　
　　

兵庫技術課
〒675-1311　兵庫県小野市万勝寺町969-1　
Tel.0794(70)7280　Fax.0794(70)7302

名古屋営業所
〒456-0031　名古屋市熱田区神宮3-7-1
　　　　　　  　べんてんビル5F　
Tel.052(684)7258　Fax.052(684)7259 

東京営業所
〒105-0003　東京都港区西新橋1-18-6
　　　　　　クロスオフィス内幸町9F
Tel.03(6205)4282  Fax.03(6205)4283

福岡南営業所
〒835-0001　福岡県みやま市瀬高町廣瀬705番地　　
Tel.0944(62)4123　Fax.0944(63)3281

福岡営業所・福岡設計技術課
〒812-0007　福岡市博多区東比恵3丁目13-10
　　　　　　スピリッツ福岡B・C号室 　　
Tel.092(474)2450　Fax.092(451)5259

北九州営業所
〒802-0804 北九州市小倉南区下城野３-1-25
　 オフィスパレア下城野Ⅰ B棟４号
Tel.093(482)3581　Fax.093(482)3583

大分営業所
〒879-7764　大分市上戸次字長河原3700番地　
Tel.097(597)1148　Fax.097(545)3624

熊本営業所
〒860-0831　熊本市中央区八王寺町30-1　
　　　　　　　  メインプレイス熊本南2-A　
Tel.096(378)5531　Fax.096(378)5532

延岡営業所
〒882-0104　宮崎県延岡市北方町角田丑1042　　　
TEL.0982(28)5015　FAX.0982(28)5442

日南営業所
〒887-0033　宮崎県日南市大字平山390 
Tel.0987(23)5500　Fax.0987(23)3580

都城営業所
〒885-1205　宮崎県都城市高城町石山2980　
Tel.0986(58)4518　Fax.0986(58)4826

宮崎営業所
〒880-0855　宮崎市田代町6-1　　
Tel.0985(20)9241　Fax.0985(20)9059

宮崎設計技術課
〒880-0855　宮崎市田代町6-1　　
Tel.0985(20)9241　Fax.0985(20)9059

姶良営業所
〒899-5652　鹿児島県姶良市平松1880　　
Tel.0995(65)3221　Fax.0995(65)3205

沖縄営業所
〒901-0153　沖縄県那覇市宇栄原6-14-5
　　　　　　　　ヒロマンション　101号　
Tel.098(943)5624  Fax.098(943)5629

北薩営業所
〒895-0042　鹿児島県薩摩川内市中福良町2135-1　 
Tel.0996(27)1930　Fax.0996(27)2962

大島営業所
〒894-1111　鹿児島県奄美市住用町城547　　
Tel.0997(69)5311　Fax.0997(69)5055

南薩営業所
〒897-0305　南九州市知覧町瀬世字牧口1160　　
Tel.0993(84)2265　Fax.0993(84)2283

大隅営業所
〒893-0032　鹿児島県鹿屋市川西町4029-2　　
Tel.0994(43)4002　Fax.0994(43)4006

鹿児島営業所
〒890-0062　鹿児島市与次郎2丁目7番25号　
Tel.099(252)9978　Fax.099(259)4800

鹿児島設計技術課
〒890-0062　鹿児島市与次郎2丁目7番25号　
Tel.099(252)9978　Fax.099(259)4800

事業開発部　民需グループ（熊本）
〒860-0831　熊本市中央区八王寺町30-1　
　　　　　　　  メインプレイス熊本南2-A　
Tel.096(378)5531　Fax.096(378)5532
〒890-0062　鹿児島市与次郎2丁目7番25号　
Tel.099(252)9978　Fax.099(259)4800

事業開発部　民需グループ(鹿児島）
〒890-0062　鹿児島市与次郎2丁目7番25号　
Tel.099(252)9978　Fax.099(259)4800

事業開発部　官公需グループ

 FRP製跳水抑制法面排水桝

マスマス整流ます

http://www.infratec.co.jp/

※上の実験動画は上記のリンクでご覧いただけます。

※排水量：縦溝１５０．０（ℓ/ｓ）、小段37.5（ℓ/ｓ）
　集水面積4000ｍ2の場合、降雨強度168mm/h相当。

既存標準桝 「マスマス整流ます」設置

ゲリラ豪雨等による法面小段集水桝の跳水や
溢水を防止し、法面崩壊を防ぐための製品です。

模型実験（S＝1/1.6）
NEXCO総研立ち会いのもと実施

FRP
製品

●施工に不備があると、損傷などの原因となることもあります。不明な点は弊社
または販売代理店にご相談ください。
●本カタログに記載する製品の仕様および性能は、該当製品の一般的な使用
条件として掲示するものです。特殊な条件で使用される場合には、事前に弊
社の担当者にご相談の上、技術的な確認を行ってください。

●製品改良のため、価格・仕様及び外観の一部を予告なく変更する場合があ
ります。

http://www.infratec.co.jp/

問い合わせ先
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単　位 数　量
桝、上部、下部、L字金具、アンカー、接続用ボルト
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普通作業員
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項　目

3.施工性
既設の集水桝の上にアンカーで固定するだけで大
型の重機、生コン車等を必要としません。また、FRP
製で人力施工が可能です。

1.本製品を設置することで排水能力を向上します。
2.溢水防止、跳水防止
既設の集水桝の蓋としても機能し、溢水を防止しま
す。また、「マスマス整流ます」が水勢を減じる構造と
なっており、桝部での跳ね上がりを防止します。

上部

上部、桝部、下部の分割方式

桝部

下部

既設の集水桝の上にアンカーで
固定するだけ

従来の集水桝の場合、大雨などで縦溝の水量が増える
と小段の部分で排水が跳ね上がり、周囲の法面が浸食
されたり本来の排水能力が損なわれることがあります。

「マスマス整流ます」を設置すると水流が上下２段に分
割されます。上部では水勢が抑制され跳水を防止しま
す。下部では「マスマス整流ます」が桝の蓋として機能す
るため、溢水を防止します

　高速道路・自動車道路において、台風や一時的な大雨（集中豪雨・ゲリラ豪雨）が降ると、大量の雨水が法面の縦排水
溝や小段の水路から溢水することがあります。この、雨水のオーバーフローにより法面が浸食され盛土・切土の崩壊の恐
れにつながります。
　これらを解決する方法として、現場打ちの張りコンクリートで法面を保護する工法や、水路をコンクリート板と杭でかさ
上げする工法があります。しかし、ミキサー車やクレーン車などの大型車両や重機が必要となり、幅１～２メートルほどの小
段にある水路の改修作業は困難で、長期にわたる工期もネックとなっています。

施工手順

設置歩掛

工程比較形状・寸法表

整流のメカニズム

「マスマス整流ます」のメリット
縦溝

上部パーツ

3ｃｍ程度
あける

縦溝

下部パーツ
金具

アンカーM16×50（6箇所）

アンカーM16×50（2箇所）

桝　部

上部パーツ

下部パーツ

❶ 小段部にアンカーを打ち込みます。 ❷ 桝部をセットします。

❹ 下部パーツを仮合わせして、アンカー
孔の位置決めをします。この時下部
パーツが縦溝の内側になるようにしま
す。

❺ 下部パーツ用のアンカーを打ち込み
ます。

❸ 上部パーツをセットします。

❸ 下部パーツをセットします。

※人数・時間は目安です。

※自社歩掛
※諸雑費：基面整正、接続用ボルト締付け等

運　　搬　
基面整正
アンカー作業
製品据付

1日工種・期間 2日 3日 4日 5日 6日

コンクリートはつり
型枠組立
コンクリート打設
養　　生

1日工種・期間 2日 3日 4日 5日 6日

■マスマス整流ます

■現場打ち改良

IH/2人

8H/3人
10H/3人
2H/3人

2H/2人

1H/3人
1H/2人


